
相談を希望されるかたは

担当の先生または看護師に

声をかけてください

AYA世代がんサポートチームが
あなたをサポートします

熊本大学病院
AYA世代がんサポートチーム

あ や

AYA世代とは？

AYA世代とは、15歳から39歳ごろまでの世代です。
進学や仕事、恋愛や結婚、子育てなど、人生の大切な

時期にがんと向き合うことは不安や、戸惑いを

感じることがあります

関連情報はこちらから

AYA世代のみなさんへ

― あなたの “これから” を一緒に考えます ―

熊本大学病院
アピアランスケア教室 サポートチームへ ご相談ください

096－373－75９６

AYA世代のがんと
暮らしサポート

熊本大学病院
生殖医療・がん連携センター

がんと学校AYAに関する情報



AYA世代がんサポートチーム とは・・

医師

看護師
管理栄養士

薬剤師

医療ソーシャルワーカー

理学療法士
公認心理師

事務員

妊孕性温存（にんようせいおんぞん）とは

将来自分の子どもを授かる可能性を残すために、がん治療の前に、
卵子や精子、受精卵、卵巣組織の凍結保存を行う治療のこと

※言葉の解説

さまざまな 専門職 が集まったチームです

ひとりで抱え込まないで

私たちにぜひお話しください

治療・病気・将来について

・病気や治療のことを知りたい

・治療の副作用のことを知りたい

・治療が終わった生活について
知りたい

気持ちに関すること

・気持ちが沈む

・不安なときの対処法

学校に関すること

・授業や部活、やりたいことが
続けられるか心配

・病気のことを伝えたほうが
いいかわからない

アピアランス
（外見の変化） について

・病気や治療による外見の
変化や変化があったときの
対処法を知りたい

恋愛のこと

妊孕性温存（※）について

・パートナーとの関係について

・将来の妊娠について

仕事・生活・お金に関すること

・仕事が続けられるか心配

・治療費が心配

・職場に病気は伝えたほうが
良いのか

・職場の人との関係

家族や友人に関すること

・周りの人へ病気の伝え方

・友人との関係

・家族やパートナーが
相談したいとき

こんなときは ご相談ください

食事や運動のこと

・治療中の食事について

・体力維持のための
運動について知りたい


